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はじめに
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1945年8丹、北緯381支綿を境として米ソ両軍により分割占領された朝鮮半島では、東西冷戦の進展を
背景に南北それぞれの地域で、独自の政治発援が図られ、 iJIi地域で、分断体制の樹立へ向かっていった。この
事態を受けて、日本の植民地統治からの解放を目標に朝鮮民肢が継続してきた独立運動は、南北朝鮮の統
合を伴う独立主権問家の樹立へとその課題を設定し直さざるを得なかった。
手足!鮮共産主義運動もその例外ではなく、南北それぞれの地域における政治発展の非対称性に照応して異
なる政治目的と行動主体の下に活動を展開していった。このうち北朝鮮地域では1946年8月、
政党の北朝鮮共産党と民族主義の左派に属する朝鮮新民党との合党により、北朝鮮労働党[以下「北労党j
と略記}が結成された。北労党は、金吾成を現地の政策執行者として推進されたソ連による分断政策とそ
れに伴う北朝鮮地域のソヴェト化を受けて、 f民主基地j路線と言われる政治路線を設定し、大関による
分断を克服して朝鮮の「完全独立Jを果たそうとしたのである。
本有吉a(ま次稿の後編と合わせて南北朝鮮労働党を研究する第3回目の連載論考として、北労党がソ連の朝
鮮政策に従し、ながらもその党路線を実践してしぺ実態を同党の結成から1948年3月の同党第2次全党大
会まで検証する。 前編にあたる本稿では紙数の関係から前稿で、言及が不充分た、った北労党の組織体系、イ
デオロギーならびに権力構造を補充して考察すると共に、特に地方組織における同党の活動を当時の資料
に基づいて紹介する。
そこから北労党が民族主義的なパッションを鼓舞するため、朝鮮統一という目標を掲げたことにより民
族主義と共産主義の相克が一旦は止揚され、社会経済、教育文化、労働福祉、軍事等の各分野で車命的な
活動が行われた経緯とその実態を理解できょう。本稿ではこのうち社会経済分野の活動までを扱い、後編
の次摘では教育文化、労働福祉、軍事等の分野での活動を検討する。
さらに次稿では北労党の活動により朝鮮共産主義運動の主導権をめぐる派間際争が再燃する鹿史の逆説
も示したい。 確かに北労党は大衆政党として単純労働者の政党(labour's party)でも熟練労働者や職人
あるいは知識人の政党 (worker's party)でもあったが、考察の中心となるのは櫛民地統治下で独立運動
を継続した少数の「前衛」が率いる時党指導部の実態とそこでの党活動なのである。
(執筆者所属:佐費大学文化教育学部呂本・アジア文化話路)
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6章 北朝鮮労働党の組織体系とイデオ口ギー
北労党は当時の革命組織が多くそうだったように、レーニン主義的な組織体系を備えていた。 中央集権
的な組織体系は、同党が1946年に朝鮮新民党と北朝鮮共産党の合党で結成された経緯から直接に由来し
ていた。
1節組機体系の形成と
北労党の結成を伝える朝鮮側の資料では、組織の立ち上げを次のように記述している。 f両党の全体結l
8月5日、北朝鮮共産党平安南道党第ア次拡大執行委員会をはじめとして、実に議短期IiJl々に両党の
倒月目的な各道党拡大委員会から市、 'ml、闘を経て段下部細胞総会に至るまで続々と招集されJた。
党組織体系の形成
ここで fドl言党合If:lJについての決定者と言謀、綱領、規約草案等j が伝達されて「両党の全体制Ili'lと，2<:
域会誌では各々、熱烈な討論が展開Jされ、 f合同事業は全北朝鮮で一時に開始されたj とされる (11。こ
の経緯に関する記述は、 [!jIJ縞で述べたソ連側資料のそれとかなり異なるが、 2つの政党の合党について下
級組織から販にその作業を進めたというところは一致する(針。
ただ朝鮮側の資料によると、その「樹立卒業を統一的に指導するため、金日成、
???
5名のF司法;で都立大会準備委員会を組織j した(ヘつまり北労党の結成には「ドからの統合J
という作業に対応し fJ:からの統合Jという枠組みがはめられていたわけである。
こうして出来上がった北労党の組織体系は同党中央委員会、特に持委員会I:!;Jの「政治委員会Jと「中央
常務委員会j を党の核心的な指導部として、ピラミッド状にハイラキーを形成していた(九党規約による
と、政治委員会は f政治指導のためj に、また1:1央常務委員会は中央委員会の f会議と会議とのfmの一般
的な党卒業を指導し執行するためj に設けられた倍、実際には前者が読者の活動を指導、監習しており、
後者の権限だけでも道党中央委員会の決定を取り消せるほど強大で、あった。
この実例としては、成鋭街道党中央委員会が道IAJのいくつかの郡党組織に下した「里に細抱のないとこ
ろがひとつもないようにJと指示した決定をあげることができる。北労党中央常務委員会はこの決定を
f党組織問題についての卜分な準備作業を展開することなく、突懇I:Iせまたは空織な党組織作業」だとして
取り消したのである!印。
また北労党中央委員会には f1'央検資委員会Jと「中央検問委員会j も霞かれた。前者が主に党の「財
政経理を検査するjために、後者は「党決定の実行を検隠し、反党派および党織領・規約に違反する党員
たちの~I"党的行為と hlJJ 争して党内のjぷ組統一と党規律を強化するためJ に組織された。後者による活動
の実関として1947年の f国営政業Jに対するけ剣晃J は、北朝鮮の各道に f1:ド央審査委員会を派遣j し
て f5、6、7月の3ヶ月間、継続してj並行j させたことがわかっている則。
この強力な北労党の組織体系を支えていたのは、やはり中央集権的な党財政体系であった。党中央委員
会は1946年9月に「党!lf政を完全に I十1央執権fliUとするためj に陪年末までの準備Wj簡を語いて党中央財
政部が翌年 1月 1日から「全党の経費を取り扱うことを決定Jした(則。この決定は1947年、更に徹底さ
れて「今年度から名道、 flj、郊の党部は企業体と一切の関係を絶つことj が指令された。だが同年後半に
はそれが実行されていないとの批判が示されたように、党財政の浪費や流用等の金銭的な問題は当初から
深刻であったけOio
党細胞組織の位霞付けとその役割
この北労党の19<;組織は、道、 f'!J(区域)、 fl日、面、職場、現(農村)のそれぞれの次元で{以通った構
造をもっ組織として再現され、各次元でその上級組織の「指導Jを受けることになっていた。ただ名称が
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市以下の組織では「党代表会議Jと変えられていた。のちに実例を示すように、党中央委員会が下級組織
を順次に「指導Jずるこの組機体系では上意下達式に党員を動かせたけれ。
この構造的な類似性を帯びた中央と地方の党組織体系において、末端の「党の基本組織j として設定さ
れたのが一般民衆との接点をなす党 f細胞」組織であった (1却。この党細胞については「党の組織形式上
の原刻としてだけの基本組織ではなく、党の任務執行上の原則として基本的戦闘単伎j とし寸位罷付けが
なされていた。そしてその役割として、(一)党内はもちろん f党外の群衆工作を通じて広汎な無組織の
群衆に党の威信を高め、党および党員が群衆の支持を受けj、(二) r党員を吸収する基本組織j となり、
コ) r党員を訓練する基本的学校Jたることが期待されたり3)。
北労党で最践辺に位寵したこの党細胞こそ、上級組織の指令を…般民衆と接触して伝達する中で彼らの
統合と動員を進める活動の実践部隊た、った。金日成の名義で書かれた資料でも「我が党は強有力な党にな
ろうとすれば、細)j包生活の強化がまず第一の缶務として提起されるj とその意義が強調されたはヘ
ここで党勢を拡大するため特に重要だったのは、 i二述の(二)で述べられた f党員を吸収するJ作業だ
った。いち早く党中央常務委員会では f党の成長において注意すべきことj として r1 党内に労働者、
貧農の成分率を高めること、 2.重要産業部門で東要な役寄せを行う者を入党させることj をあげた 1九
そしてその重姿性に比例して北労党中央は、党細胞に入り込む「巽色分子j を問題視した 1)ヘ
北労党中央では党の結束を弱め、ヲIl、ては党組織自体を破壊する怖れのある勢力駆逐のため、北労党の
結成直後から1946f末までに「唯一党誌Jと言われる党員誌を交付する作業に乗り出したはヘこの実例
として党中央常務委員会は「党証授与作業を通じて[平壌]市人民委員会内の党団体に潜入した怠慢分子、
食欲分子たちを徹底して潟清することJを平壌市中区域党委員長とi司党議資委員会委員長に指示したけヘ
だがこの作業は明らかに行き過ぎた、ったようである。この指示が出された悶月内に党員誌の交付作業を
「多数の党団体において(特に王子安南道)、過去の党の成長に対する過誤を清算するための方針としないでJ
いるとの批判が出された。このために党中央常務委員会は「党証授与作業を党粛清作業として進行するの
は正しくないと認定Jせざるを得なかった U91。
このように北労党内の「粛清jが少なくとも1946f下までは地方組織の次元に止まっていたことがわか
る。しかし北労党が北朝鮮地域だけでなく南朝鮮地域への政治活動を楳携したためにその実践活動の主導
権をめぐる闘争が起き、次稿で見るように「宗派主義j としての批判が党中央の1*1に現れた。この主導権
闘争は、直接的には金自成の台頭に対する反発から生まれたが、開設的には北労党が設定した党路線とそ
れに伴し、唱導されたイデオロギーによるところが大きかった。
2節党蕗績とイデオロギー
北労党が設定した党路線は一般に f民主基地j路線と言われる。その路線は、北労党の結成過程で金日
成により提唱されたかのように伝えられているが、実際にいつ、~[Ëが主張したかについては詳らかではな
し、ともあれその路線は、南北朝鮮の両地域が統合した独立主権問家を擦傍ずる内容た、った。
f民主主義地J路線の内容
「民主基地J路綿は、米ソ両寧による分割占領が次第に分断体制の樹立へと向かう事態を受けて初めて
指i隠された。一部で主張されるように北朝鮮地域で、金日成が活動を開始した当初から唱導していた路線で
はないが、彼がj独虫立密家の樹立とそのための民族統一i戦説線の形成を1唱i顎呂えたことは紡紛、れもない事実でで、ある{側2却抑o印)
金E自!成の諭考とされるi資奇料カか込ら 「民主基地」路線の内容iはま次のように抜粋できる。
f一、(前略)愛国的で民主主義的な各党各派との統一戦線を展開して、広大な民主主義的な力量を集$f:f
して、我が民族の完全自主独立を保障する民主主義人民共和国を建立することに努力する、
一、民主主義的建冨事業に第一の障害物である日本帝国主義の残浮勢力と国j際ファシストの走狗たちを
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清算し、我が民族の民主主義的発展を順調に行う、
玉、全朝鮮の統一的な民主主義臨時政府を樹立するため、我々はまず各地方に人民の真正な政権で、ある
人民委員会を組織し、民主主義的な全ての改革を実施し、人民の生活を向上させ、日帝が破壊していった
全ての工場・企業所を謹!日し、鉄道運輸を回復し、民主主義独立国家建設の基本土台を括える、
四、このような任務と課業を達成するため、我々は自己の党を更に拡大強化し、党の周囲に広大な群衆
を団結させるために各界各層の群衆を組織する社会団体 [1りを強力に推進する(後略)oJ (21) 
このうち三、で、言われる f全朝鮮の統一的な民主主義臨時政府Jとは、 1945年12月27日に米英ソコ
外相会談で採択された「モスクワ協定j 中の「朝鮮に関する決定Jで示された「朝鮮臨時民主主義政府」
のことた、った。その政府は、米ソ両軍の代表からなる「米ソ共同委員会Jと現地の朝鮮人代表との協力に
より樹立されると決められていたので、 1946年5月に問委員会がひとたび失敗した後も北労党では党路
線とそスクワ協定とを結び付けていた。
1947年3月頃に党中央常務委員会は f既に我が人民には自分たちの臨時政府の樹立に希望的展望をも
つことができる段階に入ってJいると情勢を楽観的に認識していた問。そして1947年5月に再び米ソ共
同委員会が招集されたのを受けて、同年7月には「全体の人民が更に結束して、ソ米共同委員会事業を成
功させるように協調させるj ことを目指した問。
しかし同年10月にこの第2次米ソ共同委員会が事実上の失致に帰すると、党路線とモスクワ協定を結び
付けることはできなくなった。この過程で北労党の用いたのが、「民主基地」路線に伴うイデオロギーで
あった。
北労党のイデオ口ギ…
「民主義地」路隷は、南朝鮮地域と一旦は別個に北朝鮮地域だけがソヴェト化される事態を是認した上
で、これを朝鮮統一と結び付けるところにおいてイデオロギーの介在なしには成立し得ない政治路線た、っ
た。地ならぬ金日成がこの党路綿が持つイデオロギーの部分を次のように吐露した。
「我が党は北朝鮮でモスクワ三紹会議決定を反対しようと企図する反動勢力の議勤を封じ込め、全党にモ
スクワ三相会議決定を北朝鮮だけでもまず実施することを訴えた。大衆は我が党の訴えに応えて立ち上が
った。j
もちろん事実経過は逆であり、モスクワ協定に基づ、いて米ソ共同委員会本会談が!?号録される前の1946
年2月81ヨに f北朝鮮臨時人民委員会j が創設され、各種の社会経済的な改革を一方的に北朝鮮地域で敢
行したのである。つまりソ連の朝鮮政策を受けて北労党では、これをモスクワ協定と結び付けることによ
り f北朝鮮でソヴェト軍隊が援助する有利な条件と可能な環境を利用し、民主主義的根拠地を更に確固と
する」党路線を正当化したと言えよう例。
こうして党路線に朝鮮統ーとしサ民族主義的な目標が掲げられたことにより、北労党には民族主義者を
許容する余地が生まれ、同党の結成にあたり民族主義のイデオロギーを受け入れる論議が現れた。「我々
はたとえマルクスーレーニ を具舗できない人でも、現実において愛国主義的に民主主義の課業に積
極的に先鋒となって闘う人であれ誌、全て労働党に参加できると見る。J
もちろん「ひとえに朝鮮はマルクスーレーニン主義的社会発展の軌道の上で発展するのj だと主張され
はした問。しかしながら文盲退治が最優先課題のひとった、った当時の文化的な状況にある一般民衆の次
元においては、共産主義イデオロギーは儒教のコンセプトで説明されたところからわかるように側、「持
てる者Jを f持たざる者j が打倒する階級闘争を奨励するほどの効能しかもたなかった。
興味深いことにこの指紋濁ゃを強調する余り、民衆と政権機関との対立を招いたとして「左傾」を批判
オギソプ
されたのが、党中央労働部長の巽理受だった。彼は f王子安南道党委員会平壌市党委員会j が刊行した
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働新聞i紙上で、次のように主張した。 r北朝鮮のこの条件下でも資本と労働の階級的利益の対立は残って
いる。(中i略)各企業所の労働条件問題において労働大衆と経済運営機関との間に利害が対立するのは、
隠識できない事実である。J
そして彼は「ある場合、我が北朝鮮で労働者の一部が食糧不足および生活問難の問題により、人民政権
下の偲別的機関と摩擦および紛争事件に]直面するならば、職業開盟は労働者に最大限、有利に事業するこ
とj が必要であると説いた也九呉棋盤はのちに東欧や中国をはじめ「人民政権」の下で実際に起きる民
衆と権力との緊張関係をnl8l破したと見ることもできょう。だがより重要なのは次檎で明らかになる通り、
彼が金日成の提案により f朝鮮共産党北朝鮮分局」が結成される時からこれに呉を唱え、朴議永が指導す
るソウルの「党中央」に従おうとしていた事実である。
ここから北労党結成一周年に際し党中央委員会副委員長の朱寧河が述べたように、金日成の指導を嫌し、
派閥を形成する勢力には「宗派主義」との批判が出されるようになった (281。つまり政府樹立へ向かう北
朝鮮地域で‘必要た、ったのは、「全てを国家建設に!Jというスローガンが北労党の結成当時ーからi唱えられ
ていた通り、金臼成を求心点とする一般民衆の統合であり、愛国主義的な献身による動員た、った。ゆえに
政権機関と民衆の聞に「対立jや「摩擦」を予見するのは、共産主義理論をもってする党内の派間協争と
香取されざるを得なかったのであろう。ここから既存の政権機関と北労党との関係が鵠整され、この民族
主義的な献身を引き出す党活動に方向を与えることになった。
第3節党と政権機関との関係
そもそも北労党中央委員会委員長の金科奉は、 1947年2丹に創設された「北朝鮮人民会議j の常任委
員会委員長た、った。また何時期に北朝鮮臨時人民委員会から「北朝鮮人民委員会Jへ名称を変更した北朝
鮮地域の政権機関で首班を続けたのは、同党中央委員会副委員長の金日成であった。
最初の人民委員会選挙と党活動
1946年11丹から翌年3月まで北朝鮮全域で道、市、郡、虫、商および潟人民委員会選挙が実施され、
この結果として北朝鮮人民会議が創設された。北朝鮮人民委員会は、この北朝鮮人民会議から主権を委任
される体裁をとって従来の北朝鮮臨時人民委員会の活動を引き出|品、だ。
この朝鮮史上で最初の近代的な意味における普通選挙は、北朝鮮臨時人民委員会が北労党の結成後まも
ない1946年9月5日に決定していた。この人民委員会選挙の自的は、朱事河が明確に次のように述べて
いた。 r人民委員会を強化するというのは、全人民が政権機関を奉じて支持することにより達成できるこ
とであり、全人民が政権機関を支持するためには全人民が自己の手で政権機関の委員を選挙することを前
提とする。(中1洛)北朝鮮における民主力量の強化は、南朝鮮の民主主義発展を推進する動力となり、北
朝鮮における人民政権機関の強化は全朝鮮的な統一政権樹立の捷径である。Jω)
すなわち朝鮮二の解放に伴って自然発生的に組織された朝鮮人の自治組織に便乗してソ連箪が創設した政
権機関ならびにその政権機関による各撞の社会経済的な改革を正当化すると同時に、これらを朝鮮統一と
結び付けることにより一層の民衆の統合と動員を関ろうとするのが、このi選翠挙の祖いた、つた。北労党lはまこ
のj選室挙に先立ち「りj選翠挙事業を勝利的に結束させるjための f選挙j遥主動Jを展開し、数次にわたり各遵でで、そ
の運勤の進拶状況を謂査して宣{倍云活動の改醤善:と強化を指令した(側3初抑O印}
この「選挙i運竪動」の!際祭に最大の主目限良は「群衆動員をj通母じて彼らの平素における政治的無関心の{領須向を克
服することでで、あり、政治意識を高める教養事業を展開」するところに置かれていた。その運動の方法とし
て打ち出されたのが「選挙人のー索を朝鮮の完全独立と結び付けJて宣伝することた、った (3)1。
そして「正式な選挙がある前に必ず模擬選挙を行い、一般に公開するのも必要j だとされた倒。実際
の投票がどのように行われたかについて詳細は不明ながら、面、里(洞)人民委員会選挙の場合、大略つ
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まず各党上級組織の認可を受けて選出されたり無所属で出馬した頭、果、澗の各次元の立候補者ひとり
一人に対して、当選に賛成するか反対するかの投票を有権者が行う。その|僚に rEl i函j と「黒凶Jが箆用
され、秘密投票の原則の下、立競捕者ひとりずつに対してその当選に賛成ならば前者に、反対ならば後者
を投ずるという方法がとられた。当選となるのは rEI闘j に禁をより多く獲得した定員数までの立
候嬬者である。
この投翠方法で明らかに秘密投禁の!即!せが守られなかったと批判されている実例として、「黒商運動j
と言われるものがある。それは「黒函を故意に見えるところに躍し、てjおき、有権者がそれへ投察するよ
う促したのであった制。
こうして実施された選挙の結果、北朝鮮地域で道、市、郡の次元における人託委員会の組織体系は、次
のような階級的な構造を持つことになったとされる。すなわち「全体の道、市、'fnlの人民委員として選挙
された総数のうち、農民1，256名(すなわち全体の36.4%)、労働者510名 (14.5%)、事務員上056名
(36.6%)、認人145名 (4.3%)、文化人311名 (9.1%)、企業家73名 (2.1%)、宗教家94名 (2.7%)、
miJ:ili主13名 (0.4%)Jである。
党と政権機関等との欝係
そして f選挙された人民委員総数には北税(t!fヴ;働党員1.102名、朝鮮民主党員351名、天道教育友党員
253名、無所属1，753名j が当選したとされる例。この結果から推定すると北労党は、政権機i渇たる人民
委員会の郡までの組織体系i↓1で約32%しか勢力を掌拐できなかったことになる。
この選挙結果を分析した米軍も fソ連とそのさまざまな嬬星回の路線に沿った変わりi映えのしない政権
構造をもっ北朝鮮で、の人民委員会の出現は、共産党に支配された体制の性絡と意図として全く疑問を残さ
ないj としながらも、 f北朝鮮労働党は、その街路:な力量にも関わらず、穏健派の反対勢力による政権へ
の参加を完全には不法とできなかったj と評価した明。
実際に北労党だけでは北朝鮮地域の政権機関を動かすことはできなかったため、~七労党党首の金科挙が
党中央第3次拡大委員会で主張したように、 1946年7月に結成された北朝鮮民主主義民族戦線 [Jよj、下
「北武戦」とI自記}の強化と協力が必要であった。「我々はどの時点よりも更に鋼鉄のような統ーをもって
はじ]民i誌を強化させ、朝鮮統一政府の鑓立時期に迫って来るさまざまな反動勢力との過酷な闘争へ我が労
働党員たちと人民大衆を準舗させなけれlまならない。J(却さらに選挙後に採択された党中央委員会決定で
は「政治方面において落後した党指導幹部たちが民主主義民族統一戦線の条件下で政権党となろうとする
傾向は、最も害があり正しくない傾向だと痛烈に論界しj さえした mo
したがって表面的にはあくまでも、北労党から政権;機関に対しては政権:機関内にいる党員を通じて各種
の提議を行わせることによりその党活動を実践に移そうとした。北労党ではこの党活動の実践を指導する
ため、北朝鮮臨時人民委員会が北朝鮮人民委員会へと改編される前日の1947年2月7日、「党組Jを組織
する決定を下した。
党主Iの組織は された各級人民委員会と民主主義的勤労社会団体そのほか選挙された機関に、党規約
により労働党員の事業を指導し、党の彩響を強化する目的Jであった。つまり「党組の任務はその各方面で
その組織と機関内に労鋤党の政策を実行するところにあるんこの党組は f代表なり委員中、労働党員が3
名以上いる時にj組織され、 fその党組を指導する党部の指示に厳格に服従しなければならしリとされた倒。
その逆に政権機関の決定を実践に移すに際しでは、全党的に北労党の党組や細胞へj二諮:ドj主的な指令が
下された。これについては第7濯で、詳説する通りであるが、その過程で、当然に北労党員と他の政党員や社
会団体員との関に摩擦や対立が生まれざるを得なかった。
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特に東西冷戦の進展に伴い北緯381支綿が分断線として回定イとしていくと、北朝鮮地域でも他党に対する
警戒は厳しくなっていった。北労党では政党として天道教育友党がその宗教的な性格から問題が多いと
えられた。例えば安州都で[舟かれた北民i訟のある会議録では、天道教脊友党のある幹部が f政治は宗教と
並進してこそ正直な政治だj と主張したのに対し、北労党平安南進党宣伝部長は f宗教と政治を論じて、
北朝鮮の友党を殻損している。 (riJ1略)このような者は除去することにより、安州の青友党は民主主義賂
線で強化されるだろうJと述べていた (39)。
この宗教に対する警戒は、北労党の活動で一般的に鵠察できる。北労党は民主青年同盟(民青)、婦女
同盟、職業同盟、農民同盟等に多数の党員を抱えていたが、青年や学生たちがキリスト教へ流れていった
実例が数多かった。おもしろいことに「北朝鮮に存在する唯一の青年団体Jである民常持盟から f少なく
ない青年群衆が民J吉生活に興味を感じず、文化、芸争lijに対する要求をある恕度満足させる教会に惹かれて
行くことになったj と北労党でも認めたほどであるはol。
確かに北労党が政権の中核的な指導部となって北朝鮮地域の政局を動かしていたのはl1liJ違いないが、そ
れには他の政党や社会団体との協力関係が不可欠であるだけでなく、宗教にとらわれずに国家的な献身を
奨励するためイデオロギ一色の濃い宣伝を絡めた党活動が行われなければならなかった。このような北労
党の活動が最もその本領を発揮したのは、社会経済、教育文化、労働福祉、軍事の諸分野だった。
第 7~襲 北朝鮮労働党の活動
本稿と次稿にまたがる は北労党の活動を社会経済、教育文化、労働福祉、軍事の各分野別に紹介
し、それぞれの分野ごとの活動がどのような政治的な方向へとi民放されていったのかを考察する。本稿で
はこれらのうち社会経済分野における党活動について考察するが、この分野での党活動と密接不可分に連
結している政権機関による金融政策や物似i安定策を中心とする経済政策一故については、紙前iの関係から
割愛して別手話jに譲ることとする。
第 1節社会経済分野
まず農業部門では既に1946年3月5B、土地改革法令を公布して従来の地主所有の農地を無償で、農民
に分配する措;置が講じられていた。そして北労党の結成に先立つ何年6月27日には f農業現物税j として
現穫の25%を納入させる新税制が二比較鮮臨時人民委員会決定書第28号により際始された。設うまでもな
く来たるべき国家経営に必要なのは、農業部門から生み出される財政的な基擦であった。
税収確保のための党活動
何よりも北労党では「早期農業現物税」ならびに il免期農業現物税j として、穀物税徴収作業への協力、
春季や秋季の搭種作業への指導、 1植えや詩草作業への協助、植fjゃI火事防止策の施行、さらには南朝
鮮地域へ逃走する農民の実態調査に至るまで、農業全般にわたりこの税収を確保する活動を展開した。
だが農業現物税の徴収作業は1946一年には「ある地方では徴収額が25%を超過したところもあり、反対
にそれ以下になったところもJあるという実情た、った。そこで「党自体は作付面積および作況を厳密に調
し、その実数を確実にすることにより (中略)道人民委員会をして事業を正確に進行させるよう保障j
せよと指令された。そして i25%の農業現物税を受け取れる方法を研究し、これを北朝鮮臨時人民委員会
に提議することj が決定され、穀物の種類により徴収期限が定められた則。
では呉体的に農業現物税をどのように徴収したのであろうか。その方法のひとつは農民たちに穀物の供
出を促進させるため、農業現物税の徴収に先だち北朝鮮臨H寺人民委員会の決定により「消費組合j を通じ
て「槌穀買い取り作業Jを行うことだ、った。
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この作業では「予買券j と言われる物々交換用の一穂のチケットを使う工夫がなされた。つまり f建臨
初期において事業が完全に復興できず、交易物資が充分に準備できなしリのに加え「資金諦遠の困難を克
服するための手段jが必要た、ったのである。「予震券を受け淑り、穀物を売った農民たちは、 1947年8月
30日以内に物資を間違いなく受け取ることができる」が、 f穀物を売らなくては予貿券に約束された物資
を受け取れなしリ仕組みであった問。
そしてこの「絹穀買い取り作業」を予がかりとして、農民間盟とその中にいる北労党員たちは農業現物
税の徴収のため、農村現地で広汎かつ持続的な宣伝活動を展開した。 1947年当初、 f250万の農民大衆を
抱えている」北朝鮮農民間盟の f決定と指示は、下部組織が確立されていないため、やっと郡または部の
同盟にまでf云達されているJに過ぎなかった刷。だが同年4月1日から進められた「里(潟)、商、郡お
よび道農民間盟委員会選挙Jを通じ、農民間鰻は次のように改編された刷。
(性別) (成分別) (政党別)
男 90.40% 履農 0.17% 中農 19.91% 労働党員 56.21 % 育友党員 5.40%
女 9.60% 貧農 79.41 % 富農 0.51% 民主党員 8.71 % 無所属 29.68% 
ここから貧農が8割に場加し、労働党員も半数以上であることがわかる。こののち1947年5丹20日に
党中央常務委員会では北朝鮮人民委員会での農業現物税の改定を受けて f党員たちの協助方針Jを決定し、
これを党組織を通じて地方へ指令した。その指令によると前述の決定書第28号を「大多数の農民たちが医l
家に穀物を綿付するところにおいて、自己の義務を適宜に実行したことは、人民全体がこの決定書を接受
したのであり、また賛成したことを表示しているJと前提された。そして農業現物税の改定比率をあげて
「農民たちをして1947年度人民経済発展のため更にー鹿、 に尽力させることを党自体の全党員に急速
に指示し、増産に動員するように要望j した(制。
実際に1947年春の播種作業や除草作業では、農民同盟内の党活動により急速に農村での生産状況が改
していることが報告された (4ヘこうして f1947年度早期作物現物税徴収事業は、農業現物税に対する
農民たちの熱誠と愛関心により、昨年より 1カ月も前に完遂されたJのである。今や北労党で、は f農業現
物税は農民経理を向上させ、国家の食糧を保障するのであり、人民政権と農民との関{係系は実にこれにより
検関されるj とあたカか達も農民全f体本カか為らの支持持宇を獲得得宇したかのように豪諾した{叫山問4訂叩7列}
ところカが1叫j北じ~*，高緯1卑毒 38度線を1越酪えて逃走した農民の実態調査報告を見ると、逃走理由の大多数が f生活難j と
くに f食糧難j とされており、しかもその中に少なからぬ労働党員が含まれていた州。ここから農村で
の北労党の活動は、確かに相当軽度は成功を収めたようだが、「現物税完納運動j に加え「期限前現物税
完納運動j を畳みかけて実施する等、農民の生活本;意と言うよりもひとえに税収確保のためであったと
って過言ではない。
この人民よりも政権を優先させる党活動は、 1947年2月に開催された北朝鮮道'$'郡人民委員会大
会で採択、発表された f1947年度人民経済復興発展についての計画J[以下「人民経済計廊」と1Il'a記]の
遂行においても顕著に現れた。ソ連式の計画経済を北朝鮮地域で初めて実施したこの計闘は、農業部門だ
けでなく鉱工業部門でも北労党の活動を必要としていた。この人民経済計画を推進するため北労党が展開
した活動は、「建国思想総動員運動Jと誓う民族主義の発揚による増産運動であった。
「建国思想総動員運動jの展開
建国思想総動員運動は、金科奉が主張した「建国的思想教護Jにより民衆を動員しようとするものた、っ
た。彼は、次のようにこの運動の本質を明示した。「我々は我が人民たちの中に我が国家を愛護し、我が
閤家経済を確保し、国家のための忠誠心と勤労性を奨励して、新しい人民政権に対する新しい自覚的関係
を培養する建国的思想教養を実施しなければなりません。」州
南北朝鮮労働党の研究(三)北朝鮮労働党の活動[前編j 89 
この運動はさまざまな形態で展障されたが、農業部門では f愛国米穀納運動j として仔われた。これは、
あたかも自主的に農民たちが農業現物税以外に穀物の一部を中央政権機関へ献納するという運動であっ
た。この運動の開始については次のように述べられている。「黄海道)1ま寧郡の農民たちの農業現物税完納
慶祝大会で労働党員の金済元同志が農業現物税を完納した他に愛i謹米として米穀30俵を貢献した事実と、
大会に参加した農民たちが愛国米貿献運動を展開することを決定し、これを全北朝鮮の農民たちに訴えた
(後略)0 J 150i 
金j斉元が労働党員だったことからわかるように、この愛留米献納運動は北労党の活動が介入することに
より展開された。実擦に北労党では1947年1月にこの運動の中止を決定し、 f以降はこれを農業生産増強
運動へ発展させる」ことを指示している。この持の集計では f174，588斗という少なくない愛閤米を貢納
したj とされていた則。
しかもコメ以外の穀物については引き続き、党組織を通じてその献志向状況を調査していた。例えば
1947年8月に江原道麟聴者rl南面党部で作成された調査報告の一つを見ると、ジャガイモ、小麦、ライ麦
等を献納した74名の農民1=:1に16名の労働党員が含まれているところから問、労働党員が非党員の穀物獄
志向を促す活動に従事したものと考えられる。農民中のサクラによる自主的な献納の「やらせ」が「農村青
年たちの愛国の熱誠誇示!日などと大々的に全国へ宣伝された可能性が高い問。
むしろ農民に対する北労党からの行き過ぎた働きかけを証明するのは、党の地方組織が行った農民築関
化の試みに表れている。一部の地方にある党部では農民たちの集団化を試みたものの、人民経済計画の完
遂のため「農村で個人の創発性を減殺し、個人経理の原郎に反する生産斑を組織することは、理論的にも
実際的にも正しくなしリとして、集団化を「農民たちの自願的原則下で」行うよう指令された(到。また
f5農戸ないし7農戸でいわゆる生産班という形式的な組織をつくり、個人と偶人との間でいわゆる生産
競争運動なるものを組織しjたり、さらに「し、わゆる播種実行委員会という名称を持つ機関をつくり、命
令式、伝達式にこれを行ったJりしたことも批判された問。
しかし f農村の細胞が現物税徴収事業において主導的役割を果たすように指導し、とりわけ党員たちの
先鋒的作業により徴税事業を期限前に完遂するように組織、指導Jした結果、 1947年にも「愛国米を献
上する農民までし、る」状況だ、った 1561。このように北労党の活動により農業部門での建問思組総動員運動
は、次稿でその成果を示す湿りほぼ成功したと見ても差し支えないであろう。
鉱工業部門での党活動
この建閤思想総動員運動は鉱工業分野でも「建国労働」と言われる超過勤務の励行として行われた。建
国労働はあたかも自発的な労働として宣伝されたが、時には集中的に一定期間をサービス労働させる形態
もあった。例えば「労働法令発布1馬年」として6月18日から同月24日まで、また朝鮮 f解放2周年を
迎えてJとして7月16日から8月14日まで「増産突撃運動Jが実施された mo
この鉱工業部門での f増産突撃運動Jは当時のソ連で、行われていた「スタハノフ運動jの一種だったと
える。だがそこで異なるのは、 fjお朝鮮労働者たちの愛国的闘争を支持、声援するため(中略)増産突
撃等の運動を展開することJと稲われていたように側、南朝鮮地域との結び付きを強調することで民族
主義的なパッションを運動の推進力にしようとしていた。
北労党で、はさまざまな次元の職業同盟や民青同盟を動員してこの運動を展開した様子がうかがえる。金
呂成自身が f我が祖国の運命は実に北朝鮮の労働階級を先鋒とする北朝鮮人民の闘争と力量にかかってい
る」とその f厳粛な使命j を宣伝した問。北労党では職業同盟の活動を強化するため f1947年10月5日
から1月20日まで同盟の各級指導機関の事業総結と選挙を全北朝鮮に実施するJとし、合わせて「中間
指導機関である道連盟と市、君rl連盟およびTlT、君主産別委員会はこれを全面的に解消j して次のような組織
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の改編を?子うこととした {6010
r 1 .鉱山、金属、化学、食糧、繊維、交通、運輸、出版の各産業別職業同盟は、各産刻中央委員会に職
場委員会と地区委員会を陵1泌させる、 2 従来の F漁業;は;水路;と改称し、水産職業向盟中央委員会
は東海岸委員会と西海岸委員会を組織して、職場委員会と地区委員会を所属させる、 3.従来の?木材3
は;林産j と改称し、林産労働者職業同盟中央委員会は戚鏡i却益、 j或鏡北道、平安北道、江原道の4)草委
会を組織して地区委員会と職場委員会を所属させる。黄海道、平安南港内の林産職場委員会と地区委員
会は中央委員会に夜縞させる、 4.通信、教員・文化人、事務員、保健、一殺の各産別職業:悶盟中央委員
会は各々 6)草委員会を組織し、験禁委員会と地区委員会を所属させる、 5 鉄道職業同盟中央委員会は各
鉄道部委員会を組織し、 Jfl技場委員会を所属させる、 6.電気職業同盟中央委員会は各電気部委員会を組織
し、職業委員会と地区委員会を所属させる。j
ところがこのような職業再提の改編にもかかわらず、多くの職場で怠菜、遅刻、欠勤等が多く、特に鉱
業部門では離職者も少なくなかったことは、当時の党中央常務委員会が下した数々の f決定Jから明白に
読み取れる。そもそも当時、労働力不足は深刻た、ったので、女性の職場進出が奨蹄されていた則。
北労党ではとりわけ、当時のエネルギー源だった石炭の採掘やほぼi唯一と言ってよい物資の運搬手段た
る鉄道の逆行に関して度重なる指導を行った。 だが{自の「人民民主主義j諸国と同様、良魚村部と者Ijl'!i音IS
との連携が弱かったために流通過程で多くの物資が放置されたり、生鮮野菜やf奈良'[f!等のなまものについ
ては!寓敗したりした。
そこで党では前述した「消費総合Jの活動を強化する対策を講じた。この消費組合とは「流通過器でrj:l
湖搾取を排除しながら、労働者ゐ、農民たちに必需lF!の供給を保障してやるJことを目的としていた。北労
党ではこの消費組合の傘下に f生産合作社j と言われる一穫の生産組織を創出することとした。
生産合作全1:は f都市と農村で手工業および副業をi茸家の経法計闘に服従させて組織化し、小生産者たち
の経理発展を助け、勤労人民の生活必需品に対する要求を充足させるJ目的を持った。したがって、まず
は農村部でこの生産組織を発展させて、都市部へ物資を供給しようというのであった問。
これと関連して注目されるのが f民営企業Jの状態である。当時はまだ民間企業の活動は是認されてい
たが、実態は fほとんど放任状態j だった刷。例えば漁業部門では「国営企業所の船舶を80%も民間企
業家に貸与する現状j だったという制。ここから北労党ではこの「民営企業Jも政権機関の管轄下にお
くよう指導し、消費物資を調達しようとした。
なお官官;企業では当H寺、 f団体契約j という生産契約を政権機関と取り交わしていた。これは労働法令
や重要産業主i有化法令の f意義Jを民衆に認識させるために行われたとされる。実捺には労働者に対する
政権機関の「威{訟を高め、彼らの「生産能率を一層さらに高めるJのがその狙いだった 16ヘ1946年に
は8月から 9月にかけて l年契約で締結され、翌年の党中央政治委員会決定によりこれを19471ド末まで
f延期ねすることになった制。この団体契約の下、労働者に精神的な刺激を与えると共に「唯一管理制」
という中央集権的な賃金体系を敷き、一種の差額賃金制度と考えられる f度給制j と報奨金制度である
「賞金制j等で物質的な刺激を与えて、鉱工業部門での増産を罷ろうとしたのである。
小結論
以上に述べてきた党活動により北労党は、 1947年後半には明白な党勢の拡大を見ていた。 f党事業が発
展し、拡張するに伴しリ党中央常務委員会では f下級党部の幹部増加が要求されるため、各道、市 (1豆島町、
部党音[1に郡部長を地方1する」措置を講じた問。
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しかし f党員たちの年齢が余りに若く J 側、また f全党員r:t~の 14.1% (94，335名)がi議文を解読でき
ない党員たちJであった {6910 ここから北労党では他ならぬ党内において真っ先に文言退治に乗り出した
ように、教育文化の分野でも積極的な党活動を展開していったのである。
(後編へ続く)
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